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第28回全国伝統的建造物群保存地区協議会
総会・研修会が川越市で開催されました

開会にあたり、あいさつをする舟橋市長開会にあたり、あいさつをする舟橋市長開会にあたり、あいさつをする舟橋市長

重伝建地区に住む皆さんが参加した住民研修会

記念講演を行った福川裕一さん記念講演を行った福川裕一さん記念講演を行った福川裕一さん

蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん

現在、多くの観光客でにぎわう蔵造りの町並み周

辺は、国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建地

区）に選定されています。現在全国には、北は北海

道の函
はこ

館
だて

市から南は沖縄県の竹
たけ

富
とみ

町
ちょう

まで、67市町村

78地区の重伝建地区があります。

全国伝統的建造物群保存地区協議会は、重伝建地

区を持つ市町村が集まり、昭和54年に発足しました。

歴史的町並みを保存するための、情報を収集・蓄積

し、これらを会員相互で共有するため、総会・研修

会などさまざまな事業を行っています。

ことしは５月24日～26日の３日間、川越市で第28

回全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・研修会

が開催されました。重伝建地区市町村関係者や同地

区内で生活している皆さんなど、およそ300人が一堂

に会しました。

総会・研修会の目的
①講演会・事例発表などによって、重伝建地区の保存

整備に関する調査研究を推進する

②意見交換会によって、現在住民が抱えている問題点

を解決するヒントを得て、住民どうしの共通認識や

連携を深める

③現地見学会によって、川越の保存と活用の事例を知

ってもらうとともに、川越をＰＲする

24日は総会と研修会・記念講演が行われました。

住民研修会では、下
しも

郷
ごう

町
まち

大
おお

内
うち

宿
じゅく

（福島県）と南
な

木
ぎ

曽
そ

町
まち

妻
つま

籠
ご

宿
じゅく

（長野県）の事例が発表されました。記念

講演では、長年川越の町並みを研究している、千葉

大学教授の福
ふく

川
かわ

裕
ゆう

一
いち

さんが「川越一番街まちづく

り・これまでとこれから」と題し講演を行いました。

25日・26日は、市内重伝建地区や文化財を見学し

ました。参加した皆さんは、蔵造りなど川越の町並

みを見て歩き、保存や活用方法についての話に、熱

心に耳を傾けていました。

また、24日と25日に郷土芸能実演があり、川越の

重伝建地区内の囃子連である幸町囃子会による川越

祭りばやしと、川越の名所などを織り込んだ詞に

曲と振りを付けた、長唄「四季の川越」が参加した

皆さんに披露されました。

問い合わせ…文化財保護課伝建地区担当・℡内線
2862
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事
例父

が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
、
自
分
あ
て
に
弁
護
士
か
ら
通

知
書
が
届
い
た
。
弁
護
士
は
代
理
人
を
名
乗
り
、「
故
人

は
百
万
円
の
借
金
が
あ
り
、
遺
産
相
続
人
に
返
済
義
務
が

あ
る
。
一
週
間
以
内
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
が
な
け
れ

ば
強
制
執
行
を
行
う
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
生
前

の
父
か
ら
借
金
の
話
は
、
誰
も
聞
い
て
い
な
い
。

通
知
書
を
よ
く
見
る
と
、
弁
護
士
の
住
所
が
通
知
書
と

封
筒
と
で
異
な
っ
て
い
た
。
疑
問
に
思
い
、
弁
護
士
会
に

問
い
合
わ
せ
る
と
弁
護
士
の
住
所
・
電
話
番
号
が
違
う
ほ

か
不
審
な
点
が
多
く
、
調
べ
る
と
偽
り
の
通
知
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
新
手
の
架
空
請
求
の
一
例
で
す
。
ほ
か
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
、
悪
質
な
架
空
・
不
当
請
求
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
の
通
知
が
来
て
も
、
う
の
み
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
問
い
合
わ
せ
る
場
合
も
、
請
求
元
に
直
接
連
絡
を
取
る

前
に
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
直
接
話
を
す
る
と
、
相
手
の
思
う
つ
ぼ
に
は
ま
り
、

詐
欺
に
あ
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

故
人
の
借
金
の
請
求
が

届
い
た
が
…

135

子どものころ、食べ物を
粗末にしないようにと、し
かられた経験はありません
か？　「もったいない」と
思う気持ちが、ごみを出さ
ないようにくふうするきっ
かけになります。料理は食
べられる分だけ作るなど、
ちょっとした心がけで食べ
物のごみは少なくなりま
す。

もし、おかずが余ってし

まったら、冷凍保存やほか

の料理にアレンジしてみま

しょう。食材は賞味期限内

に使い切り、大根などの野

菜の皮は捨てずにきんぴら

やスープにするなど……。

むだなく使い切ることでご

みの量が減っていきます。

週に１度「冷蔵庫クリーン

デー」を決めて、残ってい

る食材で新メニューに挑戦してはいかがでしょうか。

なお、生ごみの水分はごみの重さと悪臭の原因の１

つです。水けをよく切ってから捨てましょう。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2635

もったいないから、ごみ減らし！
食生活におけるごみ減量のくふう！

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

な
ど
で
す
。

飼
い
主
の
皆

さ
ん
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ

う
に
ふ
だ
ん
か

ら
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

「
犬
や
猫
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
場
合
に
は
、

ほ
か
に
飼
育
が
で
き
る
人
を
探
す
な
ど

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。「
人
が
通
る
た

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情

内
閣
府
が
、
実
施
し
た
「
動
物
愛
護

に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、

「
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と
感
じ
て
い

る
人
が
61
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
ま
し
た
。

実
際
に
保
健
所
に
は
、
犬
と
猫
に
か

か
わ
る
苦
情
や
相
談
が
年
間
五
百
件
以

上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

「
捕
獲
依
頼
」「
引
き
取
り
依
頼
」「
鳴

き
声
」「
放
し
飼
い
」「
ふ
ん
尿
関
係
」

び
に
犬
が
鳴
く
」
と
い
う
場
合
に
は
、

道
路
か
ら
離
れ
た
所
に
犬
を
つ
な
ぐ
、

ま
た
は
犬
舎
の
向
き
を
変
え
た
り
、
移

動
し
た
り
な
ど
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
犬
の
放
し
飼
い
」
は
、
県

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
綱

や
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
お
り
な
ど
の
囲
い

の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
時
に
は

必
ず
つ
な
い
で
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
以
外
の

場
所
で
は
、
絶
対
に
犬
を
放
さ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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